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１ 全体スケジュールと今回の議題
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第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

パブリックコメントの結果報告と
計画案について

令和6年
12月20日
令和7年
2月5日
6月6日
（金）

7月18日
（金）

8月29日
（金）

第６回令和8年
1月頃

次期計画の素案について

将来像を実現するための取組を考える
（その２）

将来像を実現するための取組を考える
（その１）

パブリックコメント

富士市の緑の将来像を考える

①緑の基本計画と富士市の現状を知る
②緑に期待する役割を考える

【各回のテーマ】
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第１回市民懇話会の振り返りと課題の整理議題１

富士市の変化
現計画の目標達成と施策の進捗状況
市民意識
課題

富士市の緑の将来像を考える議題２

富士市の緑の特徴を表すキーワード
富士市全体の緑の将来



２ 第２回市民懇話会の議題とテーマ
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既存の緑の維持・保全と活用を
一層重視する段階への移行

富士山を望む景観形成、
安心して快適に暮らせる

まちづくりにつながる緑の充実

身近な緑と公園の
適切な管理、再生

市民・事業者との協働
次代を担う人づくり

計画全体
の方向性

身近な緑
や公園

市全体
の緑

緑を
支える
体制

富士市の緑を
取り巻く状況
の変化

現計画の目標
達成と施策の
進捗状況

市民意識

富士市の
緑の特徴を表す
キーワード

テーマ１

富士市全体の
緑の将来

テーマ２

課題 前回の意見交換
のテーマ

人間活動と緑 公園

市の花、市民の木

富士山
景観

富士市の緑の特徴を表すキーワードテーマ１

週末の公園
年配の方々と親子の

利用調整

自然を残した
公園

公園を使っ
た環境教育

富士山の景観
・新幹線の車窓から
見える緑の富士山

・みなと公園から望む
富士山

富士山と○○
・富士山と川（西側）
・富士山と湧水（東側）
・富士山とお茶
・富士山とバラ
・富士山とサクラ

工場と内陸の緑の
コントラスト

夢の大橋＋緑

自然

きれいな湧水
標高ごとの緑、水、生き物

富士市の花 バラ
どこの公園でも
見られるように

富士市民の木
クスノキ

地域ごとの特徴を
活かした公園づくり

富士ヒノキ
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人、協働

生態系

富士山緑の適切な維持管理 公園

富士市全体の緑の将来テーマ２

今ある緑は維持しながら
増やしていく

緑の資源循環

人づくり・活動の継承 立派な樹木があることを
誰もが知っている
三大天然記念樹木
景観重要樹木高校生、大学生、社会人の引き込み

ヒト・モノ・カネ の確保

子ども、若い人に
緑を好きになってほしい

公園整備×バラ維持コストを考えて。

富士山がなくても良い景観
富士山があるともっと良くなる

希少種を残す取組

中木、低木で緑を豊かにしていく

利用者が多いところに絞って
公園を活用する

様々な主体の連携
行政内部（緑×環境、教育など）

市民と行政、産官学

開発に伴って整備さ
れる小規模公園もっ
たいない

多世代の意見の反映

すさんだ心を癒す緑
工場そのものが憩いの緑

２６地区のまちづくり協議会で、地区の緑のあり方を考える

環境分野
との連携
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意見要旨 対応（案）
アンケート結果で「よく利用する公園」に挙がっ
た公園は、全て駐車場がある。今後考えていかね
ばならないのではないか。

次期計画において、公園の規模に応
じた役割を明確にして機能向上（効
果的な投資）を図っていくことを、
公園の整備・管理に関する施策の中
で示します。

10年後に今と同じ公園管理ができているか、愛
護団体が活動できているか、行政が「ヒト・モ
ノ・カネ」を維持できているか。
富士市の花であるバラを、公園でもっと見られる
ようにしてほしい。

公園の魅力向上（特色づくり）の取
組を位置づけます。

小規模な開発提供公園がすぐ近くに点在している
のはもったいない。２つの公園を一つにすれば子
どもが集まるのではないか。

公園再編に関する検討を取組の一つ
に位置づけます。

土日に年配の方が利用し、子どもが遊べない。調
整できないか。

地区、公園ごとに利用ルールを調整
していく仕組みづくり（都市公園法
に基づく公園協議会制度の活用な
ど）を検討します。

（１）公園について
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意見要旨 対応（案）
今ある緑は、問題があったら移植等しつつ、でき
る限り維持管理していくのが大事ではないか。

公共の緑については、緑の健全な育
成、適切な維持管理を前提に緑化を
進める方向性を示します。低木や中木を植えた方が、管理が楽ではないか。

特に公園など。
人口減少によって雑草等についても手入れが行き
届かなくなることが考えられる。公園をつくるの
ではなく、利用者が多いところに絞ることが必要
ではないか。
緑を維持するなら落ち葉や雑草の処理についても
言及した方がよい。緑を適切に維持管理するには、
環境部署などと横の連携が必要である。

落ち葉、剪定枝などの資源としての
活用は現在も取り組んでおり、ご意
見として承ります。

（２）緑の管理について

意見要旨 対応（案）
気候変動の影響が懸念されるが、浮島ヶ原自
然公園の希少な植物を残す取組が必要ではな
いか。

緑の基本計画に基づき、生息・生環境
を公園として保全し、希少種保護につ
いては関係課と連携して取り組みます。

（３）自然環境の保全について
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意見要旨 対応（案）
緑化活動の認知度が低い背景として、自分の生活と関係な
いことは、いくら行政がPRしても見ない。緑に関心を持
つと、そこで初めて調べるようになる。

関心を持つきっかけをつく
り、体験や参加につなげて
いくことを軸にして、普及
啓発、協働の取組を再構築
することを検討します。

三大天然記念樹木、景観重要樹木が知られていない。これ
をPRし、10年後に誰でも知っていることを目標にするこ
とで、緑と花を育てる市民の活動にもつながると思う。
環境教育に力を入れていれば意識が継続すると思う。 ご意見及び市民アンケート

の結果を踏まえ、「子ども
の体験」を重視した取組
（子ども＋保護者を想定し
た体験、参加の場づくりを
充実させるなど）の充実を
検討します。

小学生、中学生への教育はもちろんのこと、加えてそれ以
降の高校生、大学生、社会人になったばかりの人を引き込
むことが重要である。
緑を好きになってもらい、自発的に緑を大切にする活動に
繋がっていくことを期待し活動している。自発的に保全活
動に参加している子どもが増えているので、様々な場所で
地道に活動すれば今後につながると思う。

（４）情報発信・市民協働について①
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意見要旨 対応（案）
生徒の意見を求めることはできないか。 高校生を対象とした意見聴取を行う予

定です。

富士市には26の地区があり、まちづくり協議会
が組織されている。まちづくり協議会に投げか
けて、地区ごとに緑のあり方を考えたらどうか。

まずは地域の緑や公園に関心を持ち、
足を運んでいただくことを重視し、ま
ちづくり協議会の緑に関わる活動を支
援すること、活動場として公園を活用
してもらうための情報提供などを検討
します。

（４）情報発信・市民協働について②


